
編集業務に関するお知らせ
「小児保健研究」等の原稿の投稿や編集に関するお問い合わせは下記にお願いします。
〒114―0024　東京都北区西ヶ原 3―46―10　株式会社杏林舍内「小児保健研究」編集部
TEL：03―3910―4311　FAX：03―3949―0230　E-Mail：jsch_edit@kyorin.co.jp

公益社団法人日本小児保健協会　日本小児保健協会ホームページアドレス　http://www.jschild.or.jp/
E-mail：jsch-soc@umin.ac.jp

小児保健研究　第 84 巻　第 3号

発 行 所　公益社団法人日本小児保健協会
〒101―0042　東京都千代田区神田東松下町12―1

トナカイ神田タワー 9階
TEL：03（3868）3093　FAX：03（3868）3092

2025 年 5 月 31 日　発　行
発 行 人	 山 縣 然 太 朗
編集代表	 中 山 美 由 紀
編集業務	 株式会社杏林舍

　第 84 巻第 3号をお届けします。
　今号では，松浦信夫先生より，提言「我が国のVitamin 
Dにかかわる大きな問題」をご寄稿いただきました。また，
垣内俊彦先生からは，視点「佐賀県における若年者ピロリ
検診―未来へ向けた胃がん対策推進事業―」についてご執
筆いただきました。
　さらに，第71回日本小児保健協会学術集会の講演録とし
て教育講演1編と4つのシンポジウムから15編を掲載して
おります。シンポジウムは，拡大新生児スクリーニングの
全国実施と公費助成に向けた研究やエコチル調査について
の報告，障害や医療的ケアの子どもやその家族への支援，
小児医療の地域拠点化といった多岐にわたる内容となって
います。小児保健協会が射程とする研究の幅広さと研究を

交流することの意義を改めて実感することができました。
　私自身は，今回から編集委員を務めさせていただくこと
となりました。専門は保育学と発達心理学のため，初めて
出会う研究内容も多いのですが，子どもの発達や保育につ
いて考えていく上でも重要な内容だと改めて感じ，貴重な
機会をいただいたことに感謝しております。各専門分野が
急速に高度化する一方，いわゆる「タコつぼ化」の問題も
指摘されています。そうした中で，多様な専門分野の研究
から学ぶことのできる場としての意義は大きいと思いま
す。少しでも貢献できればと考えております。至らぬ点も
多いかと思いますが，どうぞよろしくお願いいたします。

（野澤　祥子）
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